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(54)【発明の名称】 眼鏡無し立体映像表示装置

(57)【要約】
【課題】構造を簡略化し、左右の立体可能な範囲を比較
的低コストで拡大できる立体映像表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【解決手段】  この発明は、左眼用の画素群と右眼用画
素群とにより表示画面を構成する表示用液晶パネル１
と、表示用液晶パネルの光入射側に設けられた光源２
と、表示用液晶パネル１の光出射側に配置され両眼視差
効果を生じさせるバリア部を構成する映像分離手段３
と、を備え、映像分離手段３は、前記表示用液晶パネル
１からの映像光の偏光軸を偏光させるための液晶パネル
部３０と、前記液晶パネルからの左右の映像光を分離す
るために交互に透過する偏光の軸方向が異なるパターン
を有して形成された偏光部３４と、で構成され、観察者
５の位置により、前記液晶パネル部３０の駆動を制御
し、前記偏光部を透過する光の位置を切り替える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  左眼用の画素群と右眼用画素群とにより
表示画面を構成する表示用液晶パネルと、前記表示用液
晶パネルの光入射側に設けられた光源と、前記表示用液
晶パネルの光出射側に配置され両眼視差効果を生じさせ
るバリア部を構成する映像分離手段と、を備え、前記映
像分離手段は、前記表示用液晶パネルからの映像光の偏
光軸を偏光させるための液晶パネル部と、前記液晶パネ
ルからの左右の映像光を分離するために交互に透過する
偏光の軸方向が異なるパターンを有して形成された偏光
部と、で構成され、観察者の位置により、前記液晶パネ
ル部の駆動を制御し、前記偏光部を透過する光の位置を
切り替えることを特徴とする眼鏡無し立体映像表示装
置。
【請求項２】  左眼用の画素群と右眼用画素群とにより
表示画面を構成する表示用液晶パネルと、前記液晶パネ
ルの光入射側に設けられた光源と、前記光源と前記表示
用液晶パネルとの間に配置され両眼視差効果を生じさせ
るバリア部を構成する映像分離手段と、を備え、前記映
像分離手段は、交互に透過する偏光の軸方向が異なるパ
ターンを有して形成された偏光部と、この偏光部を透過
した光の偏光軸を偏光させるための液晶パネル部と、で
構成され、観察者の位置により、前記液晶パネル部の駆
動を制御し、前記表示用液晶パネルに入射させる左右の
光の位置を切り替えることを特徴とする眼鏡無し立体映
像表示装置。
【請求項３】  前記液晶パネル部の電極は全面ベタ電極
であることを特徴とする請求項１又は２に記載の眼鏡無
し立体映像表示装置。
【請求項４】  前記液晶パネル部に印加する駆動電圧を
高速に切り替え、２次元映像を観察することを特徴とす
る請求項１ないし３のいずれかに記載の眼鏡無し立体映
像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、特殊な眼鏡を用
いることなく立体映像を観察することができる立体映像
表示装置に関し、特に観察者が左右方向に移動した場合
においても立体映像を観察することができる立体映像表
示装置を提供する。
【０００２】
【従来の技術】従来、特殊な眼鏡を使用せずに立体映像
を表示する装置として、液晶パネル等の表示パネルの表
示画面の観察者側にパララックスバリアやレンチキュラ
レンズを配置し、表示画面に１縦ライン毎に交互に表示
される右眼画像と左眼画像からの光を分離して立体映像
を視覚できるようにしているものがある。
【０００３】また、液晶パネル等の透過型の表示パネル
に左眼用の光と右眼用の光とを分離して入射することに
より、特殊な眼鏡を使用することなく立体映像を表示す
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る装置もある。
【０００４】上記した立体映像表示装置では、観察者の
適視距離など最適観察位置が装置の構造により決められ
ている。この最適観察位置から観察者が左右に移動する
と、良好な立体映像が観察できなくなる。
【０００５】観察者の左右の立体視域を拡げる方法が、
特開平７－２７０７４５号公報（ＩＰＣ：Ｇ０２Ｆ  １
／１３）に提案されている。この方法は、左眼用画素か
らの光と右眼用画素からの光を分離する遮光バリアとし
て、電気的にスリットが形成及び消失させるアクティブ
バリア方式の素子を用い、観察者の左右方向の移動に対
して、アクティブバリア方式の素子のスリットの形成位
置を電気的に移動させる構成により対応している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
た方法においては、スリットを電気的に横方向に移動で
きる構成を実現するために、構成が非常に複雑になり、
コストが高くなるという問題がある。
【０００７】この発明は、上記の事情を鑑み、構造を簡
略化し、左右の立体可能な範囲を比較的低コストで拡大
できる立体映像表示装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この発明は、左眼用の画
素群と右眼用画素群とにより表示画面を構成する表示用
液晶パネルと、前記表示用液晶パネルの光入射側に設け
られた光源と、前記表示用液晶パネルの光出射側に配置
され両眼視差効果を生じさせるバリア部を構成する映像
分離手段と、を備え、前記映像分離手段は、前記表示用
液晶パネルからの映像光の偏光軸を偏光させるための液
晶パネル部と、前記液晶パネルからの左右の映像光を分
離するために交互に透過する偏光の軸方向が異なるパタ
ーンを有して形成された偏光部と、で構成され、観察者
の位置により、前記液晶パネル部の駆動を制御し、前記
偏光部を透過する光の位置を切り替えることを特徴とす
る。
【０００９】また、この発明は、左眼用の画素群と右眼
用画素群とにより表示画面を構成する表示用液晶パネル
と、前記液晶パネルの光入射側に設けられた光源と、前
記光源と前記表示用液晶パネルとの間に配置され両眼視
差効果を生じさせるバリア部を構成する映像分離手段
と、を備え、前記映像分離手段は、交互に透過する偏光
の軸方向が異なるパターンを有して形成された偏光部
と、この偏光部を透過した光の偏光軸を偏光させるため
の液晶パネル部と、で構成され、観察者の位置により、
前記液晶パネル部の駆動を制御し、前記表示用液晶パネ
ルに入射させる左右の光の位置を切り替えることを特徴
とする。
【００１０】前記液晶パネル部の電極は全面ベタ電極で
あることを特徴とする。
【００１１】上記のように構成することで、液晶パネル
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部の駆動を制御することで左右の立体可能な範囲を広げ
ることができる。
【００１２】又、この発明の立体映像表示装置は、前記
液晶パネル部に印加する駆動電圧を高速に切り替えるこ
とで、２次元映像を観察することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の形態につ
き図面を参照して説明する。図１は、この発明の第１の
実施の形態における正視位置での観察状態の構成を示す
模式図、図２は、この発明の第１の実施の形態における
逆視位置での観察状態の構成を示す模式図、図３は、こ
の発明の立体映像表示装置の構成を示すブロック図であ
る。
【００１４】この発明の立体映像表示装置は、表示パネ
ル用の液晶パネル１を挟んで観察者５側に、映像分離手
段３が配置され、平面光源であるバックライト２からの
光が液晶パネル１で変調され、この変調された映像光が
映像分離手段３で左右の映像光に分離され、観察者５の
左右の眼５Ｌ、５Ｒにそれぞれ与えられる。この実施形
態の基本的な構成は、通常のパララックスバリア方式の
立体映像表示装置と同様である。
【００１５】前記液晶パネル１は、光入射側ガラス基板
１１と、光出射側ガラス基板１２と、これら基板１１、
１２間に設けられた液晶層１３と、光入射側ガラス基板
１１に貼付された光入射側偏光板１４と、光出射側ガラ
ス基板１２に貼付された光出射側偏光板１５と、を有す
る。この液晶パネル１は、例えば、マトリクス駆動方式
により駆動され、図示しない透明画素電極に画像信号に
応じて電圧が印加されることによって画像が表示され
る。そして、液晶パネル１に供給する映像信号を処理す
ることにより、１縦ラインおきに右眼用画像Ｒと左眼用
画像Ｌが交互に表示される。
【００１６】周知の通り、液晶パネル１は、入射側偏光
板１４により、一方向の振動方軸向に偏光された偏光光
として光が入射し、出射側偏光板１５より所定の偏光方
向の光として出射する。そして、液晶層１３への与える
電界を制御することにより、出射側偏光板１５からの光
の透過又は遮断を制御する。
【００１７】前記映像分離手段３は、液晶パネル３０と
その液晶パネル３０の観察側に設けられた偏光部３４と
からなる。偏光部３４は、交互に透過する偏光の軸方向
が異なるパターンを有して形成されている。例えば、偏
光部３４は、偏光パターン部３４ａと３４ｂとが互いに
偏光の軸方向に対して９０度の位相差を有する位相差板
で構成され、液晶パネル１を透過する光を左右に分離し
て、観察者５の左右の眼５Ｌ、５Ｒに与えるように所定
のピッチで形成されている。
【００１８】この偏光パターン部３４ａ、例えば、光出
射側偏光板１５と同じ偏光光を透過させるように構成さ
れ、偏光パターン部３４ｂは、光出射側偏光板１５とは
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位相差が９０度異なるように構成されている。従って、
１つの偏光光である映像光は、どちらかの偏光パターン
部３４ａ又は３４ｂにより、遮断されることになる。こ
の結果、この偏光部３４が、パララックスバリアと同じ
機能を有することになる。
【００１９】この偏光部３４は、例えば、偏光板上に所
定のピッチによりストライプ状に１／２位相差パターン
を形成した透明位相差フィルムを貼り付けて形成するこ
とができる。
【００２０】液晶パネル３０は、ガラス基板３１とガラ
ス基板３２との間にＴＮ型液晶からなる液層層３３が形
成されている。ガラス基板３１、３２の内側の全面には
ＩＴＯ等の透明ベタ電極が形成されており、電圧の印加
の有無によって、液晶パネル１からの映像光の偏光方向
をそのまま、透過させたり、９０度回転させて透過させ
る。
【００２１】上記した偏光部３４は、液晶パネル３０の
光出射側ガラス板３２に貼り付けるなどして設けられて
いる。
【００２２】液晶パネル３０に電圧を印加しない場合に
は、図１に示す実施形態では、液晶パネル１の偏光板１
５を経て出射された映像光は、光出射側偏光板１５と同
じ偏光光を透過させる偏光パターン部３４ａを透過し、
その隣の偏光パターン部３４ｂでは光が遮断される。従
って、この偏光部３４により、左右の映像光が分離され
て、それぞれ観察者５の左右眼５Ｌ、５Ｒに与えられ、
立体視が行える。
【００２３】図１は、正視状態のときを示している。観
察者の頭が図１の実線の状態から破線で示すように左右
どちらかに移動し（図１の破線では左に移動）逆視領域
にあると、左右の眼には、左右異なる映像光が入射する
ことになる。そこで、この発明では、観察者の頭が逆視
領域にあるときには、液晶パネル３０に電圧を印加し、
液晶パネル１からの映像光の偏光方向を９０度回転させ
て、偏光部３４に与える。この状態を図２に示す。
【００２４】図２に示すように、液晶パネル３０で、液
晶パネル１からの映像光の偏光方向が９０度回転された
結果、偏光パターン部３４ｂで透過し、その隣の偏光パ
ターン部３４ａでは光が遮断されることになる。従っ
て、この偏光部３４により、左右の映像光が分離され
て、それぞれ観察者５の左右眼５Ｌ、５Ｒに与えられ、
立体視が行える。即ち、液晶パネル３０のＯＮ／ＯＦＦ
制御により、スリットの形成位置を移動させたことと同
じになる。
【００２５】このように、観察者の頭の位置に応じて、
液晶パネル３０のＯＮ／ＯＦＦ制御を行うことで、観察
者の左右の立体視域を拡げることができる。
【００２６】図４は、この発明の立体映像表示装置の構
成を示すブロック図である。液晶パネル１に表示された
立体映像を観察する観察者の位置を検出するセンサ１０
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１からの出力が位置検出制御回路１０２に与えられ、こ
の位置検出制御回路１０２は、センサ１０１の出力によ
り、観察者が正視観察位置にいるか、逆視観察位置にい
るかを検知し、その位置情報を分離制御回路１０３に与
える。
【００２７】表示回路１００は液晶パネル１に表示する
左眼用映像信号及び右眼用映像信号をそれぞれ生成し、
液晶パネル１に与える。
【００２８】また、分離制御回路１０３は位置検出制御
回路１０２からの出力により、観察者が正視観察位置に
いるときには、液晶パネル３０への電圧の印加を停止
し、逆視観察位置にいるときには、液晶パネル３０へ電
圧を印加するように制御する。
【００２９】すなわち、観察者が正視観察位置にいると
きには、図１に示すように、液晶パネル３０をＯＦＦ
し、液晶パネル１からの映像光をそのまま偏光部３４に
与える。
【００３０】また、観察者が逆視観察位置にいるとき
は、図２に示すように、液晶パネル３０をＯＮし、液晶
パネル１からの映像光の偏光方向を９０度偏光させ偏光
部３４に与える。
【００３１】以上のように、液晶パネル３０のＯＮ／Ｏ
ＦＦ制御により、観察者が正視位置、逆視位置のどちら
にいても観察が容易に行える。
【００３２】次に、この発明の第２の実施形態につき説
明する。図４は、この発明の第２の実施の形態における
正視位置での観察状態の構成を示す模式図、図５は、こ
の発明の第２の実施の形態における逆視位置での観察状
態の構成を示す模式図である。なお、図１の実施形態と
同じ構成には同じ符号を付す。
【００３３】この第２の実施形態の立体映像表示装置
は、平面光源であるバックライト２と液晶パネル１との
間に映像分離手段３’が配置される。この映像分離手段
３’は、偏光部３４’とＴＮ型液晶パネル３０で構成さ
れ、バックライト２，偏光部３４’、ＴＮ型液晶パネル
３０、液晶パネル１の順で配置されている。
【００３４】偏光部３４’は、上記した偏光部３４と同
様に、偏光パターン部３４ａ’と３４ｂ’とが互いに偏
光の軸方向に対して９０度の位相差を有する位相差板で
構成されいる。この偏光部３４’は、偏光パターン部３
４ａ’と３４ｂ’と液晶パネル１の入射側偏光板１４と
により、バックライト２からの光をスリット化し、前記
液晶パネル１を透過する光を左右に分離して、観察者５
の左右の眼５Ｌ、５Ｒに与えるように、所定のピッチで
形成されている。
【００３５】この偏光パターン部３４ｂ’、例えば、光
入射側偏光板１４と同じ偏光光を透過させるように構成
され、偏光パターン部３４ａ’は、光入射側偏光板１４
とは位相差が９０度異なるように構成されている。従っ
て、バックライト２からの光は互いに位相が９０度異な
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ってストライプ状に液晶パネル３０に入射される。そし
て、液晶パネル１の入射側偏光板１４に与えられる。入
射側偏光板１４では、１つの偏光光の光を液晶パネル１
内に入射させる。この結果、この偏光部３４’が、バッ
クライト２からの光をスリット化し、前記液晶パネル１
を透過する光を左右に分離する光源側遮光スバリアと同
じ機能を有することになる。
【００３６】この偏光部３４’は、例えば、偏光板上に
所定のピッチによりストライプ状に１／２位相差パター
ンを形成した透明位相差フィルムを貼り付けて形成する
ことができる
【００３７】液晶パネル３０は、ガラス基板３１とガラ
ス基板３２との間にＴＮ型液晶からなる液層層３３が形
成されている。ガラス基板３１、３２の内側の全面には
ＩＴＯ等の透明ベタ電極が形成されており、電圧の印加
の有無によって、液晶パネル１からの映像光の偏光方向
をそのまま、透過させたり、９０度回転させて透過させ
る。
【００３８】液晶パネル３０に電圧を印加しない場合に
は、図４に示す実施形態では、偏光部３４’の光入射側
偏光板１４と同じ偏光光を透過させる偏光パターン部３
４ｂ’を透過した光は、液層パネル１内に入射される。
一方、その隣の偏光パターン部３４ａ’を透過した光
は、光入射側偏光板１４で光が遮断される。従って、こ
の偏光部３４’により、左右の光に分離され、液晶パネ
ル１で変調された映像光は、それぞれ観察者５の左右眼
５Ｌ、５Ｒに与えられ、立体視が行える。
【００３９】図４は、正視状態のときを示している。観
察者の頭が図１の実線の状態から破線で示すように左右
どちらかに移動し（図４の破線では左に移動）逆視領域
にあると、左右の眼には、左右異なる映像光が入射する
ことのなる。そこで、この発明では、観察者の頭が逆視
領域にあるときには、液晶パネル３０に電圧を印加し、
偏光部３４’からの光の偏光方向を９０度回転させて、
液晶パネル１に与える。この状態を図５に示す。
【００４０】図５に示すように、液晶パネル３０で、偏
光部３４’からの光の偏光方向が９０度回転された結
果、偏光パターン部３４ａ’で透過した光が入射され、
その隣の偏光パターン部３４ｂ’を透過した光が遮断さ
れることになる。従って、この偏光部３４’により、左
右の光が分離されて、それぞれ観察者５の左右眼５Ｌ、
５Ｒに与えられ、立体視が行える。即ち、液晶パネル３
０のＯＮ／ＯＦＦ制御により、スリットの形成位置を移
動させたことと同じになる。
【００４１】このように、観察者の頭の位置に応じて、
液晶パネル３０のＯＮ／ＯＦＦ制御を行うことで、観察
者の左右の立体視域を拡げることができる。
【００４２】上記した第１及び第２の実施形態におい
て、液晶パネル３０の駆動を高速、例えば、１２０Ｈｚ
以上の高速でＯＮ／ＯＦＦ駆動をすると、２次元映像を
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観察者は見ることができる。図６，図７に第１の実施形
態を用いて２次元映像を見る場合を示す。図８，図９に
第２の実施形態を用いて２次元映像を見る場合を示す。
【００４３】図６，図７（又は図８，図９）に示す状態
が１２０Ｈｚ以上の間隔で切り替わることになる。この
結果、観察者５は、Ａの画像とＢの画像を時分割的に観
察することになる。従って、液晶パネル３０（３０’）
を例えば、１２０Ｈｚ以上の高速でＯＮ／ＯＦＦ駆動す
ると、２次元映像を観察することができる。
【００４４】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれ
ば、極めて簡単な構成で左右の立体可能な範囲を比較的
低コストで拡大できる。また、映像分離手段の液晶パネ
ル部に印加する駆動電圧を高速に切り替えることで、２
次元映像も簡単に観察することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施の形態における正視位置
での観察状態の構成を示す模式図である。
【図２】この発明の第１の実施の形態における逆視位置
での観察状態の構成を示す模式図である。
【図３】この発明の立体映像表示装置の構成を示すブロ
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ック図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態における正視位置
での観察状態の構成を示す模式図である。
【図５】この発明の第２の実施の形態における逆視位置
での観察状態の構成を示す模式図である。
【図６】第１の実施形態を用いて２次元映像を観察する
場合を示す模式図である。
【図７】第１の実施形態を用いて２次元映像を観察する
場合を示す模式図である。
【図８】第２の実施形態を用いて２次元映像を観察する
場合を示す模式図である。
【図９】第２の実施形態を用いて２次元映像を観察する
場合を示す模式図である。
【符号の説明】
１  表示用液晶パネル
２  バックライト
３  映像分離手段
３０  ＴＮ型液晶パネル
３４  偏光部
５  観察者

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図７】
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【図８】 【図９】
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